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注意喚起シンボル シグナル用語 内 容

高度の危険

取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起こる可能

性があり、死亡または重傷を受ける可能性が想定される場

合。

危 険
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。

注 意

取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

中程度の障害や軽傷を受ける可能性が想定される場合およ

び物的損害のみの発生が想定される場合。

強 制
しなければならないこと。

たとえば、「接地工事」など。

禁 止 してはならないこと。

－Ｓ１－

① 安全上のご注意

●ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●この取扱説明書に示した注意事項は、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損

害を未然に防止するためのものです。

●この切断機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説明書

の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な人身

事故を引き起こす場合があります。

●機器の取扱いを誤った場合、いろいろなレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明書

の記述では、そのレベルをつぎの３つのランクに分類し、注意喚起シンボルとシグナル用語で警告表

示しています。これらの注意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ意味で

用いられています。

・注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。

・上に述べる重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後

遺症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の

障害や軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要しないけが・やけど・感電などをいい、物

的損害とは、財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。

さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないこと」、「してはならないこと」を下記のとお

り表示しています。

・シンボルは、一般的な場合を示しています。



危 険 重大な人身事故を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

●この切断ツールは安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取

扱説明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷など

の重大な人身事故を引き起こす場合があります。

●入力側の動力源の工事、設置場所の選定、高圧ガスの取扱い・保管および配管、切断作業後の製

造物の保管および廃棄物の処理などは、法規および貴社社内基準に従ってください。

●切断機や切断作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてください。

●心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の切断機や切断作業場

所に近づかないでください。切断機は通電中、周囲に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪

影響を与えます。

●この切断ツールの保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または切断ツールをよく理

解した人が行ってください。（※１）

●この切断ツールの操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取扱いが

できる知識と技能のある人が行ってください。（※１）

●この切断ツールを切断以外の用途に使用しないでください。

危 険
切断で発生するガスやヒュームおよび酸素欠乏から、あなたや他の人々を

守るため、排気設備や保護具などを使用してください。（※２）

＊狭い場所での切断作業は、酸素の欠乏により、窒息する危険性があります。

＊切断時に発生するガスやヒュームを吸引すると、健康を害する原因になります。

●ガス中毒や窒息を防止するため、法規（酸素欠乏症等防止規則）で定められた場所では、十分な

換気をするか、空気呼吸器等を使用してください。

●ヒューム等による粉じん障害や中毒を防止するため、法規（労働安全衛生規則、粉じん障害防止

規則）で定められた局所排気設備を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。

●タンク、ボイラー、船倉などの底部には、炭酸ガスやアルゴンガス等の空気より重いガスが滞留

します。このような場所では、酸素欠乏症を防止するために、十分な換気をするか、空気呼吸器

等を使用してください。

●狭い場所での切断では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等を使用するとともに、訓練された

監視員の監視のもとで作業してください。

●脱脂・洗浄・噴霧作業の近くでは切断作業をしないでください。これらの作業の近くで切断作業

を行うと有害なガスが発生することがあります。

●被覆鋼板の切断では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具を使用してください。（被覆鋼板

を切断すると、有害なガスやヒュームを発生します。）

●有害なガスや反応性の高い物質がはいっている容器は切断しないでください。

危 険 弊社製品の改造はしないでください。

●改造によって火災、故障、誤動作による怪我や機器破損のおそれがあります。

●お客様による弊社製品の改造は、弊社の保証範囲外ですので責任を負いません。

－Ｓ２－

② 安全に関して守っていただきたい事項



危 険 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。

＊飛散するドロスや切断直後の熱い母材は火災の原因になります。

＊ケーブルの不完全な接続部や、鉄骨などの母材側電流経路に不完全な接触部

があると、通電による発熱によって火災を引き起こすことがあります。

＊ガソリンなど可燃物用の容器を切断すると爆発することがあります。

＊密閉されたタンクやパイプなどを切断すると、破裂することがあります。

●飛散するドロスが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除いてください。取り除けない場合に

は、不燃性カバーで可燃物を覆ってください。

●可燃性ガスの近くでは切断しないでください。

●切断直後の熱い母材を可燃物に近づけないでください。

●天井・床・壁などの切断では、隠れた側にある可燃物を取り除いてください。

●ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。

●母材側ケーブルは、できるだけ切断する箇所の近くに接続してください。

●内部にガスが入ったガス管や、密閉されたタンク・パイプを切断しないでください。

●切断作業場所の近くに消火器を配し、万一の場合に備えてください。

●爆発性のあるチリや煙霧が充満する場所では切断しないでください。

●ガスボンベ、高圧用パイプ等、高圧物が充填されている可能性が高い容器を切断しないでください。

●燃え易い物が入った容器を切断したり、燃え易い物の上に切断機を置かないでください。

注 意 可動部は、けがの原因になりますので、必ずつぎのことをお守りください。

＊台車の車輪や、切断ツールとレールの間、円切りコンパス回転部などの可動

部に手、指、髪の毛、衣類などを近づけると、巻き込まれてけがをすること

があります。

●可動部に手、指、髪の毛、衣類などを近づけないでください。

注 意
切断で発生するアーク光、飛散するドロス、騒音から、あなたや他の人々

を守るため、保護具を使用してください。（※２）

＊アーク光は、目の炎症や皮膚のやけどの原因になります。

＊飛散するドロスは、目を痛めたりやけどの原因になります。

＊騒音は、聴覚に異常を起こすことがあります。

●切断作業や切断の監視を行う場合には、十分なしゃ光度を有するしゃ光めがねまたは溶接用保護

面を使用してください。

●ドロスから目を保護するため、保護めがねを使用してください。

●切断作業には溶接用かわ製保護手袋、長袖の服、脚カバー、かわ前かけなどの保護具を使用して

ください。

●切断作業場所の周囲に保護幕を設置し、アーク光が他の人々の目に入らないようにしてください。

●騒音が高い場合には、防音保護具を使用してください。

－Ｓ３－

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）



注 意 プラズマアークに手・指など体の一部が直接触れると、やけどを負います。

●トーチ先端のチップ・電極から手・指を離して切断作業をしてください。

●母材の近くを握って切断作業をしないでください。

●チップ・電極の交換は、電源を切ってから行ってください。

ご参考

JIS Z 3950 溶接作業環境における

浮遊粉じん濃度測定方法

JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法

JIS Z 8735 振動レベル測定方法

JIS Z 8812 有害紫外放射の測定方法

JIS Z 8813 浮遊粉じん濃度測定方法通則

JIS T 8113 溶接用かわ製保護手袋

JIS T 8141 遮光保護具

JIS T 8142 溶接用保護面

JIS T 8151 防じんマスク

JIS T 8161 防音保護具

－Ｓ４－

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）

※１ 据付け・操作・保守点検・修理に関する関連法規・資格など

� 据付けに関して

＊電気設備技術基準 第１８条 接地抵抗の種類、第３種、特別第３種

第４１条 地絡

＊電気設備の技術基準の解釈について 第１７条 接地工事の種類及び施設方法

第２９条 機械器具の金属製外箱等の接地

第３６条 地絡遮断装置の施設

第１９０条 アーク溶接装置の施設

＊労働安全衛生規則 第３２５条 強烈な光線を発する場所

第３３３条 漏電による感電の防止

第５９３条 呼吸用保護具等

＊酸素欠乏症等防止規則 第２１条 溶接に係る措置

＊粉じん障害防止規則 第１条

第２条

＊接地工事：電気工事士の有資格者

� 操作に関して

＊労働安全衛生規則 第３６条 特別教育を必要とする業務 第３号

＊ＪＩＳ／ＷＥＳの有資格者

＊労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者

� 保守点検、修理に関して

＊切断機製造者による教育または社内教育の受講者で切断機をよく理解した者

※２ 保護具等の関連規格

注）法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。



�「フリーオート」は、小形モータによりガイドレール

に沿ってトーチを切断条件に応じて定速走行させるた

め、簡単に品質のよい切断作業の行えるツールです。

形 式 ： ＣＲＣ－３０１ 重 量 ： 本 体 1.８kg

切 断 板 厚 ： ６～１６㎜ レール 3.６kg

切 断 長 ： ６２０㎜（レール使用時） 入 力 電 圧 ： ＡＣ１００Ｖ，５０/６０Ｈｚ

切 断 角 度 ： 直角切断 組合せトーチ ： ＣＴＺＷ(M)(L)－０８０１

専用ホルダ
に交換

３５°，４５°開先切断 ＧＣＴ (M)(L)－０８０１

切 断 速 度 ： 0.３ｍ/分～1.２ｍ/分 ＣＴＺＷ(M)(L)－１２０１

開梱時、次の部品が入っていることをお確かめください。

品 名 ガイド本体
開先切断（３５°，４５°）

用トーチホルダ
ガイドレール ＡＣアダプタ レールセットゲージ

数 量 １ 各１ １ １ ２

形 状

―1―

３ 仕 様

４ ご使用になる前に



① 切断トーチをガイド本体の絶縁スリーブに

当るまで差込み、チョウボルトでしっかり

固定します。

トーチ位置はモータに対して９０°の位置

に固定してください。

② 操作ボックスをトーチネック部にはめ込み

ハンドルに固定します。

③ 電源の準備

・ 中継コンセントを接続します。

・ トグルスイッチ「切」を確認し、ＡＣアダ

プタを１００Ｖコンセントに差し込みます。

トーチホルダはレール切断用取付位置

に組付けられております。フリー切断をされる

場合には10－2項のフリー切断をご参照ください。

１
ガイドレールをワークの切断線に大体

平行に置きます。

・マグネット吸着面およびワーク表面

の鉄粉を取除いてからガイドレール

を置いてください。

２－１ 直角切断の場合の

ガイドレールの位置決め

① 切断幅が約３㎜あります。ケガキ線に

対してどちらを捨て材とするかを確認

し、レールセットゲージをケガキ線に

セットします。
外側切断の場合 中央切断の場合 内側切断の場合

―2―

５ トーチの組付方法

６ ガイドレールのセット方法

ト ー チ の 組 付

操作ボックスの組付

ご注意

１ レールセットゲージによる位置決め

レールセットゲージとケガキ線の合わせ方

ケガキ線

レールセットゲージ

ケガキ線 ケガキ線

ワーク

ガイドレール

レールセットゲージ

ケガキ線

90°

モータ
トーチ

差込み

チョウボルト絶縁スリーブ

ＡＣアダプタ
中継コンセント

操作ボックス
AC100V

フリー切断用取付位置

トーチホルダ

レール切断用取付位置

前進

トグルスイッチ

後退

切



ケガキ線

ハンマ

ケガキ線

指針

ケガキ
線

90°まわす

トーチ

指針

90°まわす

ケガキ
線

ケガキ
線

② ガイドレール両端をハンマで叩きレー

ルセットゲージにぴったり合わせます。

切断幅は切断条件により変わり

ます。試し切りにより実寸を確認し、ガ

イドレールのセット位置を微調整願いま

す。

① 直線ガイドを逆走させワーク端面に合

わせます。

② 切断幅が約３㎜あります。ケガキ線に

対してどちらを捨て材とするかを確認

し、指針を回転して固定ねじで固定し

ます。

③ ガイドレール端面をハンマで叩き指針

とケガキ線の位置を合わせます。

④ 直線ガイドを走行させもう一方のワー

ク端面に合わせます。

⑤ ガイドレール端面をハンマで叩き指針

とケガキ線の位置を合わせガイドレー

ルをセットします。

外側切断の場合 中央切断の場合 内側切断の場合

切断幅は切断条件により変わり

ます。試し切りにより実寸を確認し、ガ

イドレールのセット位置を微調整願いま

す。

―3―

ご注意

ご注意

指針とケガキ線の合わせ方

２ 指針による位置決め



ワーク

ガイドレール

スケール

ハンマ

Ｌ
板厚ｔ

ルート面高さa

開先角度θ

２－２ 開先切断の場合の

ガイドレールの位置決め

① 開先角度、ルート面の高さ、板厚に

より、左表を参考にしてワーク端面

に対するガイドレールの位置（Ｌ）を

決めます。

② スケールを用いて直角切断の場合と

同様にガイドレールを動かし、位置

決めします。

切断幅は切断条件により変わ

ります。試し切りにより実寸を確認し、

ガイドレールのセット位置を微調整願

います。開先角度θ ３５° ４５°

ルート面の高さa 0 2 4 6 0 2 4 6

この表は参考値です。

切断条件に合わせて実寸

を確認してください。

ワ
ー
ク
板
厚
ｔ

8 73 72 70 69 95 93 91 89

9 74 72 71 69 96 94 92 90

12 76 75 73 72 99 97 95 93

16 78 76 75 7310199 97 95

３５°，４５°の開先切断を行うときは開先切断専用トーチホルダに交換してください。

① チョウボルトを緩めトーチを取り外し

てください。

② 取付ビスを外し、直角切断用トーチホ

ルダを取り外してください。

③ 付属の開先切断専用トーチホルダを本

体にセットし、取付ビスで固定してく

ださい。

④ トーチをトーチホルダに当るまで差込

み、チョウボルトでしっかり固定して

ください。
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７ 開 先 切 断

ご注意

ご注意

フリー切断用取付位置

取付ビス

レール切断用取付位置

開先切断専用
トーチホルダ

ガイドレール取付位置寸法表（L㎜）



切断方向切替スイッチ

切断方向を決める切替スイッチ

です。通常は下側に倒し後退で

切断します。

切断速度設定ボリューム

切断板厚および切断角度に

よって切断速度を調整する

ボリュームです。

・右図は切断板厚

ｔ１２㎜で直角切断

を行う場合を示しま

す。

ボリューム目盛は目安ですので、切

断条件に合せて微調整してください。

① 切断速度を切断板厚に合わせて、直角切

断では外数の数字で、開先切断では内側

の数字でボリューム調整してください。

切断速度はワークの材質等により

変わりますので、切断条件に合わせて調整

してください。

② 切断方向切替スイッチを倒し、トーチ

を切断開始位置まで動かしスイッチを

“切”にします。

③ トーチスイッチをＯＮにし、プラズマ

アーク発生後トグルスイッチを切断方

向に倒し切断を開始します。

切断中はトーチケーブルや

キャブタイヤコードがワークやガイド

レールなどに引掛からないようにご注

意ください。
④ 切断は途中で止めず最後まで一気に行っ

てください。途中で止めますと切断面

にノッチが出来ます。

� 操作ボックス

� 切 断 操 作

ご注意：自動切断時には切断電源の“自己保持”スイッチを「有」にしてください。

ボリューム目盛と切断速度

および切断板厚の関係
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８ 切 断 要 領

トーチスイッチ

1.5

1.0

0.5

0 2 4 6 8 10

t6

t9

t12

t16

直角 開先

切断板厚
ボリューム目盛

t6

t9

t12
t16

切
断

速
度

（ｍ/分）

ご注意

ご注意

ご注意

前進

トグルスイッチ

後退
切



� ガイド本体にはモータが内蔵されております。ハンマーでたたいたり硬いものにぶ

つけたりしないようにしてください。

� 故意に投げたり落としたりしないでください。

� 必ず機械に合った電源電圧でご使用ください。

使用電圧はＡＣ１００Ｖ±１０％以内です。

� 雨中での使用は漏電の原因となりますので、避けてください。

� 電源コードは無理に引張らないでください。

� ＡＣアダプタは修理不可能です。故障の場合は新品と交換してください。

� ＡＣアダプタのケースはプラスチック製です。重量物を落したり熱い鉄板の上に

置かないでください。

	 作業終了後はガイドレール等に付着したドロス、ヒュームをウエスで清掃していた

だくようお願いします。


 切断電源および切断トーチの詳細は、別冊の取扱説明書をご参照ください。

１ アルミ、ステンレスの切断

・アルミ・ステンレスなどの非鉄金属を

切断される場合は、図のようにガイド

レール両端をワークにバイス等で固定

してください。

２ フリー切断（レールなしの切断）

① 「フリーオート」の外車輪の固定ネジ

を緩め、車輪をフリーにします。

② トーチホルダの取付位置をフリー切断

用取付位置に変えます。

外車輪の固定

ネジを緩め車

輪をフリーに

します。

トーチホルダを外し、ガイド

本体上側のフリー切断用取付

位置でセットします。
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９ 取扱い上のご注意

10 こんな使い方もできます

ガイドレール

バイス

レンチ

緩める

止メネジ
車輪

フリー切断用取付位置

トーチホルダ

レール切断用取付位置



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫⑬⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

⑲

⑳

�
�

� �

�

�

�

	




�

�




�

�

�－1 �

�

�

④

�

速度調整ボリューム

R3

1 2 3

ACアダプタ
AC１００V黒

0V

12V
白R1R2

モータ DCV1
黒

DR1

白 TR1

S1 プリント板 U６１３７E
切断方向切替スイッチ
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11 部 品 構 成

電 気 接 続 図



●補修に必要な部品は、機種名、機番、品名、部品番号（部品番号のないものは仕様）をお買い

求めの販売店または営業所にお申しつけください。

●部品の供給年限に関して

本製品の部品の最低供給年限は、製造後７年を目安にしております。

ただし、他社から購入して使用している部品が供給不能となった場合には、

その限りではありません。

ＣＲＣ－３０１ 部 品 番 号 一 覧 表

照合 部品番号 品 名 所要量 照合 部品番号 品 名 所要量

1 Ｕ３６９０Ｂ０１ ハ ウ ジ ン グ 1 22 Ｍ６×２５ チ ョ ウ ボ ル ト 1

2 Ｕ３６９０Ｂ０２ 駆 動 軸 1 23 Ｋ２５２４Ｂ０５ 絶 縁 ス リ ー ブ 1

3
Ｕ３６９０Ｂ０３ ア ダ プ タ 1

24
Ｕ３６９０Ｃ０２ ゲ ー ジ 1

Ｍ４×５ 止メネジ（ヒラサキ） 1 Ｍ３×６ 丸 小 ネ ジ 1

4
Ｕ３６９０Ｂ０４ 車 輪 2 25 №２－Ｍ４×８ ユ リ ア ネ ジ 1

Ｍ３×６ ト ラ ス ネ ジ 6
26

Ｕ３６９０Ｄ００ 操 作 箱 組 立 品 �

5 Ｕ３６９０Ｂ０５ マ イ タ ギ ヤ � 1 Ｕ３６９０Ｄ０１ 操 作 ボ ッ ク ス 1

6
Ｕ３６９０Ｂ０６ マ イ タ ギ ヤ � 1 27 Ｕ３６９０Ｄ０２ ホ ル ダ 1

Ｍ４×５ 止メネジ（ヒラサキ） 2 28 Ｕ３６９０Ｄ０３ 絶 縁 シ ー ト 1

7 Ｕ３６９０Ｂ０７ カ ラ � 1
29

Ｍ－２０２３ トグルスイッチ 1

8 Ｕ３６９０Ｂ０８ カ ラ � 1 ＡＴ－４２８ 防 水 キ ャ ッ プ 1

9 １００－２１１２ Ｄ．Ｃギヤードモータ 1 30 ＲＡ１６ＹＮ１０ＳＢ１ｋΩ 可 変 抵 抗 器 1

10 Ｕ３６９０Ｂ０９ カ バ 1 31 Ｕ３６９０Ｄ０４ ツ マ ミ 1

11 Ｕ３６９０Ｂ１０ バ ラ ン サ 1 31－1ＮＫ２８７５ 表 示 板 1

12 Ｕ３６９０Ｂ１１ ナ ッ ト 1 32 Ｕ６１３７Ｅ００ プ リ ン ト 板 1

13 Ｕ３６９０Ｂ１２ ブ レ ー キ シ ュ 1 33 Ｕ３６９０Ｄ０５ クッションゴム 2

14 Ｕ３６９０Ｂ１３ ス プ リ ン グ 1
34

Ｕ３６９０Ｌ００ 中 継 コ ー ド 1

15 Ｕ３６９０Ｂ１４ キ ャ ッ プ 1 １６－２Ｃ メタコンジャック 1

16
Ｕ３６９０Ｂ１５ ブ ッ シ ュ 1 35 Ｕ３６９０Ｇ００ Ａ Ｃ ア ダ プ タ 1

ＳＴＷ－ＦＴ８０ スラストワッシャ 1 35－1１６－２Ａ メタコンプラグ 1

17 Ｕ３６９０Ｂ１６ ベアリング押え 1 36 Ｕ３６９０Ｆ００ ガ イ ド レ ー ル 1

18 №６２８ＺＺ ベ ア リ ン グ 1 37 Ｕ３６９０Ｈ０１ レールセットゲージ 2

19 Ｃ－３０－ＮＣ－７９－Ｄ グ ロ メ ッ ト 1
38

Ｕ３６９０Ｊ００ ３５°開先用トーチホルダ 1

20 ＳＴＷ－７ 軸 止 メ 輪 1 Ｕ３６９０Ｋ００ ４５°開先用トーチホルダ 1

21 Ｕ３６９０Ｃ０１ ト ー チ ホ ル ダ 1
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